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1　は　じ　め　に

「坊主不知」ネギは，株分けにより栄養繁殖されている。

このため，現地で栽培されている株のほとんどがネギ萎縮

病などのウイルス病に曜病しており1），葉にモザイク，奇

形，萎縮などの病徴が見られ，品質及び収量の低下を招い

ている。そのため，主産地である千葉県においては生長点

培養によるウイルスフリー種苗生産を実用化し，生産安定

と品質向上を図っている1・2パ）。

ネギに感染するウイルスとしては，ネギ萎縮ウイルス

（OYDY），ニンニク潜在ウイルス（GLV）など．現在

までに5種類のウイルスが知られているが，すべて種子伝

染しないことがわかっている5）。

このことから－「坊主不知」ネギの種子繁殖化技術を確

立することができれば，生長点培養によるウイルスフリー

種苗生産に比較して，極めて効率的かつ大量にウイルスフ

リー個体を得ることができると考えられる。

しかし，種子繁殖化のためには，普通の自然環境では柚

だい開花しないものを強制的に毎年安定して柚だい開花さ

せる技術の開発が必要であり，また対象とする坊主不知の

系統について，自殖後代の形質の分離や程度を明らかにし

ておかなければならない。

今回は，秋田県生物資源総合開発利用センターが県内外

から収集した坊主不知のうち，雑駁な3集団の中から個体

選抜と株分けにより系統化した選抜10系統とその日韓第1

代（以下Slという）を用い，S．における形質分離の系統

間差異について検討した。

2　試　験　方　法

秋田県生物資源総合開発利用センターが県内外から収集

した坊主不知のうち．形質の雑駁な3集団（牛角峰浜系，

ジャンボ西目系及び中細西目系）の中から個体選抜を行い，

株分けにより系統化した選抜10系統とそのS】を用いた。

また参考として，収集した元の3集団も供試した。選抜系

統のS－は，1994年10月21日に播種し，冬期間パイプハウ

ス内で育苗と株養成を行い，選抜系統及びその元の集団と

同じ1995年7月11日に定植した（条間90C叫株間30皿．栽

植密度370株／a）。試験規模は1区20個体1区制とした。

1996年6月26日に柚だい株率を調査した後，同年7月12

日に収穫を行って，草丈，彙身長，葉身太さ，糞鞘良，糞

鞘太さ，分けつ数を測定し，各形質の平均値及び変動係数

（CV・％）を求めた。

3　試験結果及び考察

表1に選抜10系統とそのS．の形質調査結果を示した。

供試した選抜10系統中，5系統のS．において柚だい性

の分離が認められ，特に中細西目系からのすべての選抜系

統S．で柚だいする個休が高率で分離してきた。

また．柚だい性以外の草丈，彙身∴菓鞘等の形質につい

て，変動係数（CV・％）を親子間で比較したところ，ほ

とんどの系統のS】において親系統より変動係数が大きく

なっており，程度の違いは見られるものの形質の分離が確

認された。

このように，Slにおいて柚だい性などの形質が分離し

た系統は，実用上問題がない程度まで固定しなければ種子

繁殖化はできないと考えられる。

千葉県農業試験場では．「坊主不知」ネギ5系統に温度・

日長・窒素中断処理などを加えて，強制的に柚だい開花さ

せることを試み，柚だい率を高めることに成功してい

る日）。しかし，ほ場レベルの採種技術として．柚だいを

安定的に制御する技術については未だ確立されていないた

め，不柚だい形質をもつ個体を自殖により固定することは，

現状では非常に困難であると考えられる。

また，成川が指摘しているように4），「坊主不知」ネギを

強制的に柚だい開花させる技術が確立されていない現状で

は，選抜・固定を進めていく段階で，元の系統よりも柚だ

いしやすい個体を選抜する可能性も否定できない。

ところが，表1に示すように．大部分の選抜系統のSl

において形質分離が確認された中に，形質分離がほとんど

ないと考えられる系統が1系統（92019）だけ兄いだされ

た。

このことから，現地から収集した．「坊主不知」ネギの元

の雑駁な集団のなかには，実用上許容される程度に，Sl

の形質分離が小さい個体が含まれていることが推察される。
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表1「坊主不知」選抜系統のS．における形質分離

草　丈　　　　菓　　　　　身

供試系統　　　　　　　　良　さ　　　太　さ
及び世代　　　　CVb）　　　CV CV

（cIn）（％）（cIn）（％）（nm）（％）

92015S1

92015

92019S．

92019

92033S．

92033

牛角峰浜系

59　　22．5

58　　7．2

53　　7．6

56　　5．6

67　　8．2

64　　4．5

60　　6．4

93008S．　54　　9．6

93008　　　　62　　4．3

93012Sl　　52　12．1

93012　　　　58　　6．5

93013S．　50　14．2

35　　22．0

36　11．9

34　10．0

35　　7．0

45　　7．8

42　　4．9

37　　7．7

32　12．0

38　　5．8

33　15．0

37　13．6

32　19．1

15　　22．3　23

19　14．5　22

15　　3．0　19

17　　9．3　21

14　19．4　22

25　　5．4　22

19　16．0　22

15　13．1　21

19　11．7　24

14　　21．9　19

20　10．5　22

15　　22．1　18

93013　　　　62　　6．3　39　　6．7　21

ジャンボ西日系　56　　7

93001S．　68　　6．1

93001　　　61　　4．8

93004S．　60　　5．2

93004　　　　62　　6．6

93005Sl　　59　　5．9

93005　　　　68　　2．8

93007S1　48　　8．5

93007　　　　64　　5．5

中細西目系　66　　5．8

34　　9 9　19

41　11．3　11

36　　5．6　14

36　　6．1　14

37　　7．8　14

33　　6．7　　日

41　　4．0　14

25　19．7　　9

39　　8．9　14

39　12．4　14

11．0　24

8　21

27．9　26

10．9　25

30．2　22

9．8　24

13．8　25

7．0　27

28．6　24

10．9　25

6．9　27

17．3　14　18．3　　－　　　－

8．6　20　10．6　4．7　29．4　　0

9．0　15　12．9　7．2　46．0　　0

6．0　17　12．4　3．6　38．7　　9

日．9　22　16．2　9．4　22．4　　0

4．8　23　　5．6　4．8　39．9　　0

7．5　20　19．3　4．1　48．4　　0

5．2　15

4．2　19

8．0　13

8．2　　20

5．3　12

8．1　21

8．0　9．4

8．7　4．4

24．7　7．8

9．4　2．8

12．6　5．5

18．2　3．6

6　20　11

8．1　11

7．1　13

12．0　13

6．7　13

9．3　10

5．5　14

6．5　　8

5．2　14

11．2　15

50．6　30

23．2　　0

38．6　10

57．4　　0

50．1　0

46，7　　0

3　41

28．2　7．4

8．9　7．1

28．2　7．3

11．2　7．8

12．7　6．4

10．4　5．4

21．7　5．3

8．7　6．0

8．8　5．9

9　　0

66．1　37

31．5　　5

45．7　40

48．6　　0

64．6　65

29．5　　0

17．0　59

24．6　　0

29．6　　6

牛角峰浜系由来

ジャンボ西目系由来

中細西目系由来

注．a）：一；データなし

b）：CV二変動係数：（標準偏差÷平均値）×100

「坊主不知」ネギの種子繁殖化のためには，このようなSt

の形質分離の小さい個体の選抜・増殖と利用が有効と考え

られた。

4　ま　と　め

「坊主不知」ネギの種子繁殖によるウイルスフリー種苗

生産技術を確立するため，「坊主不知」選抜10系統とその

S．を用い，S．における形質分離の系統間差異について検

討した。その結果，大部分の選抜系統のS．において柚だ

い性などの形質の分離が見られた。しかしながら，選抜系

統の中に，Slの形質分離がほとんどないと考えられる系

統が1系統兄いだされ，「坊主不知」ネギの種子繁殖化の

ためには，このような個体の選抜・増殖と利用が有効と考

えられた。
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